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安全指針RS-G-1.7とは

規制除外、規制免除及びクリアランスの概念の適用
（Application of the Concepts of Exclusion, Exemption 
and Clearance）（2004年8月出版）。
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背景その１

「電離放射線に対する防護及び放射線源
の安全のための国際基本安全基準」（旧
BSS(1996)）には、規制除外、規制免除及び
クリアランスの概念と中程度の量(1トンオー
ダーの量)に関する規制免除レベルは示さ

れていたが、規制除外とクリアランスに関す
る定量的な濃度基準と大量の物質に対す
る規制免除レベルは示されていなかった。



安全指針RS-G-1.7とは

背景その２

旧BSSを補完する目的で、国の規制当局等

に対して、規制除外、規制免除及びクリアラ
ンスの概念の適用に関する指針を示すため
に作成された。

また、天然起源の放射性核種及び人工起源
の放射性核種の両方に対して、大量物質を
規制除外、規制免除又はクリアランスをする
際の「放射能濃度値」を示すことを目的とし
ていた。
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安全指針RS-G-1.7の特徴

放射能濃度値の算出根拠

天然起源の核種

世界規模での土壌、岩石、砂及び鉱石中の天然起源
の放射性核種の放射能濃度の測定結果(UNSCEAR 
2000年報告書)の上限を基に設定。

この放射能濃度の影響として､旧BSSでも別に取り扱わ

れているラドンの散逸からの寄与を除けば､個人の受
ける線量が約1 mSv/yを超えることはありそうもない。
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安全指針RS-G-1.7の特徴

放射能濃度値の算出根拠

人工起源の核種

実効線量に対する基準線量とパラメータの組合せ
基準線量が10μSv/yの場合は、現実的なパラメータ値

基準線量が1mSv/yの場合は、低確率なパラメータ値

皮膚被ばくの等価線量に対する基準線量は 50mSv/y
全ての固体状物質(all material)を対象に、外部被ばく、

ダスト吸入及び経口摂取（直接及び間接）を包含する
ように選定された典型的な被ばくシナリオ(enveloping 
scenario)の評価により算出
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安全指針RS-G-1.7の特徴

天然起源
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人工起源（一部抜粋）



安全指針RS-G-1.7の特徴

表１（天然起源）に示された値を下回る天然起源の放射性核
種を含む物質を規制することは通常不必要

表２（人工起源）をクリアランスレベルとして適用可能

表１（天然起源）と表２（人工起源）に示された放射能濃度値
を下回る放射能濃度で放射性核種を含む物品の国内と国際
取引は､放射線防護の目的のための規制上の管理を受ける
べきではない

段階的(graded)アプローチ
 表1と表2の放射能濃度値を超える場合には、以下のような規制の運

用が可能としている。

放射能濃度値を数倍（例えば、10倍まで）超える場合、国内の規制の枠

組みによっては、規制機関は規制要件を適用しないことを決定できる。
その際、多くの場合は、ケースバイケースで判断が行われるが、この程
度であれば、規制が不要であると予め規定することも可能である。
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改訂版BSS
Radiation Protection and Safety of 

Radiation Sources: International Basic 
Safety Standards (GSR Part3) (2014).

安全指針RS-G-1.7の表１（天然起源）

および表２（人工起源）は、改訂版BSS
に取入れられた。
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RS-G-1.7の改訂の背景

 ICRP2007年勧告を受けて、改訂版BSSの被ばく状況（緊急時、

現存、計画）別の構成への対応 →福島の現存被ばく状況と
深く関連。

国の規制の確立、計画立案、組織および実施、技術的・安
全上の意味合い、クリアランスプロセスを実施するために必
要な資源、といったクリアランスプロセスに関するより詳細な
ガイダンスを提供する必要性。

RS-G-1.7には、建物のクリアランス、表面汚染測定に基づくク

リアランス、条件付クリアランス（将来の使用に制限を持たせ
たクリアランス）に関するガイダンスが含まれていない。

液体と気体のクリアランスの概念も扱われるべきであり、クリ
アランスと排出との間の境界が定められるべき。
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DPP (DS500 & DS499)
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専門家会合

専門家会合が、２回（2018年2月19～23日、6月4～8
日）にわたって、IAEA本部（ウイーン）で開催。

安全指針DS500「クリアランスの概念の適用」作成のため
の専門家会合（CS-1706033、CS-1801884）

会合参加者

Ms. Chantal Mommaert, Belgium
Ms. Sheelagh Mobbs, UK
Mr. Stefan Thierfeldt, Germany
Mr. Takatoshi Hattori, Japan
Mr. Vladan Ljubenov, IAEA Scientific Secretary
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DPPに記載された目次案
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4.6’ Averaging masses and averaging areas

専門家会合で新たに追加

ANNEX IV Considerations related to uncertainty of the radionuclide vector

APPENDIX Screening level for recycle or disposal on landfills of 
material and waste in the post-accident existing exposure situation



DPPに記載されたスケジュール
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2月の専門家会合の概要

DS499側の専門家会合と同時に開催され、会合の初日と最

終日は、DS500とDS499の合同セッションを開催。

合同セッションにおける情報交換

 関連するIAEAの活動（事故後に用いる条件付クリアランスレベルに係

るワークショップ）の紹介 （IAEA T. Kilochytska 女史）

 福島での経験と日本におけるクリアランスの課題（電中研 服部）

 免除とクリアランスに係る表面汚染レベルの策定に向けて（オランダ

National Institute for Public Health and the Environment (RIVM) Van 

Dillen Teun氏）
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日本からの紹介・情報共有

福島での経験

微小なリスクとは ?
重量濃度レベル

 8,000 Bq/kg and 100,000 Bq/kg

表面汚染レベル
除染のためのスクリーニングレベル

除染によって生じた汚染土壌の中間貯蔵施設への輸送

日本保健物理学会放射線防護標準化委員会「緊急時/現存/計
画被ばく状況における汚染した物の搬出ガイドライン」

クリアランス実施のために解決すべき現行の課題

どのように不確実性に対する過剰な保守性を避けるか？

クリアランスに対する公衆の理解 (10μSv/yオーダー)
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What is trivial risk ?

16

 Radiation risk 0.5%/100 mSv
 Increase of lifetime risk due to radiation exposure

100 mSv : 0.5%, is estimated by ICRP, and
10 mSv : 0.05%
1 mSv : 0.005%

 Japanese lifetime background risk in cancer 
mortality* in 2010 was 25.4%(1)

 Therefore, the increase of lifetime risk means:
25.4% → 25.9% (100 mSv)
25.4% → 25.45% (10 mSv)
25.4% → 25.405% (1 mSv)

 On the other hand, the lifetime background risk in 
cancer mortality ranges from 23.7% to 28.3% 
among the 47 prefectures in Japan.

 The main cause of the deviation due to location is 
supposed to be in the differences of daily lifestyle, 
e.g., smoking and dietary habits.

(1) H. Ogino and T. Hattori, Calculation of Background 
Lifetime Risk of Cancer Mortality in Japan, Jpn. J. 
Health Phys., 49 (4), 194-198 (2014)

Average 25.4%

28.3 (Max)

23.7 (Min)

* Lifetime risk due to radiation exposure defined by ICRP is 
obtained by taking into consideration loss of lifetime and the 
reduced quality of life associated with living with a serious illness, 
in addition to fatal cancer risk. This indicates that the lifetime risk is 
a little higher than the lifetime risk in cancer mortality.

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jhps/49/4/49_194/_pdf



Position statement in the AESJ

17(http://www.aesj.or.jp/en/about_us/ps/AESJ-PS004e_r2.pdf)



8,000Bq/kg and 100,000Bq/kg
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(Source: MOE, FY2014 Decontamination Report, Mar. 2015)

(http://josen.env.go.jp/en/policy_document/pdf/decontamination_report1503_full.pdf)

This may be an example of exemption in existing exposure situation



Below 8,000Bq/kg
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(Source: MOE, Environmental Remediation in Japan, Jan. 2018)

1) Waste disposal at 
conventional controlled 
type landfills without any 
further conditioning.

2) Recycle managed by 
the public authority   

or

(http://josen.env.go.jp/en/pdf/progressseet_progress_on_cleanup_efforts.pdf)

This may be an example of conditional clearance in existing exposure situation

This may be NOT an example of 
clearance because this is a recycle 
under the  Act on Special 
Measures*1

*1Act on Special Measures concerning the 
Handling of Environment Pollution by 
Radioactive Materials Discharged by the NPS 
Accident Associated with the Tohoku District -
Off the Pacific Ocean Earthquake That 
Occurred on March 11, 2011)

7k, 6k, 5k or 4kBq/kg are options for their purpose of recycle.



Max. contamination density
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(Source: http://josen.env.go.jp/chukanchozou/action/safety_commission/pdf/safety_commission_01_170321.pdf)

This may be an example of 
exemption level for surface 
contamination in existing 

exposure situation



JHPS Standardization Committee
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To understand radiation safety 
and its management effectively 
and easily, Japanese 
nuclear/radiation users as well 
as regulators have required the 
fundamental Japanese 
standards on RP based on the 
global standards.

 Standardization Committee on 
RP was organized in JHPS in
June 2006.

 Standards on RP consist mainly 
of four classes; the principle, 
important concepts, criteria and 
guidelines.

Japan Health Physics Society (JHPS)



Comparison of three guidelines
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Non-governmental standard

The present approach has been adopted in the 
non-governmental standard entitled 
“Monitoring for Compliance with Clearance 
Level (Jul. 2005) ” by the Standards Committee 
of the Atomic Energy Society of Japan (AESJ).

 The PDCS is referred from the CRIEPI web site for free use
(http://criepi.denken.or.jp/en/nuclear/download/index.html)

 An original paper (in Japanese) on the present approach 
received the Awards for outstanding paper in the 2005 AESJ 
Awards.
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(http://www.aesj.net/publish-0502) (in Japanese)

(https://www.jstage.jst.go.jp/article/taesj2002/3/4/3_4_363/_pdf)

Ref.) T. Hattori, An Approach to Safety Margin for Measurement Error and Scattered Nuclide Spectrum 
on the Monitoring for Compliance with Clearance Level, Transactions of the Atomic Energy Society 
of Japan, Vol. 3, No.4, 363-368 (2004) (in Japanese).



IAEA Safety Reports Series No. 67

24(http://www-pub.iaea.org/MTCD/Publications/PDF/Pub1511_web.pdf)



IAEA Safety Reports Series No. 67

25(http://www-pub.iaea.org/MTCD/Publications/PDF/Pub1511_web.pdf)
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ICRP Publication 104



6月の専門家会合の概要

DS499とは独立して、DS500の単独開催

DS500のドラフト作成を継続することが目的

2018年2月の第1回専門家会合でカバーされなかったセク

ションの作成が中心
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主な論点その１

 現存被ばく状況下でクリアランスという用語を用いるか？

 計画被ばく状況におけるクリアランスの線量基準：10 μSv/y（現実的シナリオ）

 現存被ばく状況における参考レベル（1～20mSv/yの下方から選定）
 再利用と埋設処分のためのScreening level の説明と福島での事例を、APPENDIXに

 表面汚染に対する新しいクリアランスレベル（Bq/cm2）

 クリアランスレベル（無条件）のように統一した値を提示するのか？
 様々な状況に応じて、すでに国際的に運用されていることに配慮し、 ANNEX II を参照して事

例を示すだけにとどめる

 表面とは？ （土壌やコンクリートがら等の扱い）

 重量濃度と表面密度の2つの基準の適用方法は？
 表面密度基準は、体積に対して表面積が大きな、例えば、paper, card, plastic sheeting and 

clothing, and glass and thin metal sheeting of low to moderate densityのような場合に適用し、
重量濃度基準に加えて、その遵守が必要とする

 物品持ち出し基準との関係は？
 60Coや137Cs等のような高エネルギーガンマ線放出核種については、表面汚染基準値を導出す

る際に想定した表面汚染物のサイズに依存して、その基準値が大きく変わることを明記

 日常的に小さなサイズの汚染物しか取り扱わない放射線管理の現場では、大きなサイズを取
扱うクリアランスとは別の緩和した基準を適用することを推奨
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主な論点その２

 表面汚染に対する新しいクリアランスレベル（Bq/cm2）

 物品持ち出し基準との関係性は？
 表面汚染クリアランスレベルを導出する線量評価モデルの事例を示すANNEX I に、欧州のEC

の基準を導出した考え方等に加えて、日本保健物理学会 放射線防護標準化委員会の策定
した「計画被ばく状況における汚染した物の搬出ガイドライン（2016年6月）」を引用

 60Coや137Cs等のような高エネルギーガンマ線放出核種については、表面汚染基準値を導出す
る際に想定した表面汚染物のサイズに依存して、その基準値が大きく変わることを明記

 日常的に小さなサイズの汚染物しか取り扱わない放射線管理の現場では、大きなサイズを取
扱うクリアランスとは別の緩和した基準を適用することを推奨

 新しい条件付クリアランスレベル（Bq/g）はどのように規定するか？

 クリアランスレベル（無条件）のように統一した値を提示するのか？
 様々な状況に応じて、すでに国際的に運用されていることに配慮し、 ANNEX III を参照して事

例を示すだけにとどめる

 どのように過剰に保守的な評価を避けるか？

 TECDOC 1000における平均化の10倍ルール
 平均してCLを満足していれば、部分的に平均値より10倍高くても許容できる

 クリアランス判断における測定と核種組成比の不確実性の取扱い
 日本原子力学会標準「クリアランスの判断方法: 2005」
 IAEA Safety Report No. 67、ICRP Pub.104
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の考え方を ANNEX IV に採用



今後の予定

次回のDS500ドラフト作成に係る専門家会合は、2019年1月

21～25日、DS499に係る専門家会合と同時に開催する

その後、IAEA技術会合（候補日：3月19～22日）を開催し、加

盟国から意見を集める

 IAEA/WASSC（廃棄物安全基準委員会）会合等での審議を経

て、2022年8月の発行を目指す
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Thank you for your attention!
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